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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
槽体の排水口１を遠隔操作的に開閉するための遠隔操作式排水栓装置であって、
槽体の底面に備えられた排水口１と、
該排水口１を開閉する弁部材２と、
弁部材２の動作を操作する操作部３と、
操作部３に加えられた操作を弁部材２に伝達するレリースワイヤ４と、
排水口１からの排水が流入する排水装置本体５と、
排水装置本体５の上面に備えた、所定の角度を持って立ち上げられ、所定高さで屈曲して
略水平方向に延出された挿入管１４の端部に、略水平方向に向かって開口した、レリース
ワイヤ４を挿入するための挿入口６と、からなる遠隔操作式排水栓装置。
【請求項２】
槽体の排水口１を遠隔操作的に開閉するための遠隔操作式排水栓装置であって、
槽体の底面に備えられた排水口１と、
該排水口１を開閉する弁部材２と、
弁部材２の動作を操作する操作部３と、
操作部３に加えられた操作を弁部材２に伝達するレリースワイヤ４と、
排水口１からの排水が流入する、上方に大きく開口した開口部１２を備えた排水装置本体
５と、
開口部１２を覆うカバー部材１１と、



(2) JP 5756943 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

カバー部材１１に備えた挿入管１４と、
挿入管１４の端部に略水平方向に向かって開口した、レリースワイヤ４を挿入するための
挿入口６と、
カバー部材１１に設けた、排水口１からの排水が流入する接続口１５と、
からなる遠隔操作式排水栓装置。
【請求項３】
槽体の排水口１を遠隔操作的に開閉するための遠隔操作式排水栓装置であって、
槽体の底面に備えられた排水口１と、
該排水口１を開閉する弁部材２と、
弁部材２の動作を操作する操作部３と、
操作部３に加えられた操作を弁部材２に伝達するレリースワイヤ４と、
排水口１からの排水が流入する、上方に大きく開口した開口部１２を備えた排水装置本体
５と、
開口部１２を覆うカバー部材１１と、
カバー部材１１に備えた、所定の角度を持って立ち上げられ、所定高さで屈曲して略水平
方向に延出された挿入管１４の端部に、略水平方向に向かって開口した、レリースワイヤ
４を挿入するための挿入口６と、
カバー部材１１に設けた、排水口１からの排水が流入する接続口１５と、
からなる遠隔操作式排水栓装置。
【請求項４】
上記挿入口６より挿入されたレリースワイヤ４が、排水装置本体５内を通過して配置され
ることを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装
置。
【請求項５】
　上記排水口１内に、弁部材２を上下動させるためのレリースワイヤ４の端部が上方を向
いた状態で固定する支持部材７を備えたことを特徴とする、上記請求項１乃至請求項４の
いずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項６】
　上記レリースワイヤ４の先端部を略水平方向に向けて配置すると共に、
排水口１内に、操作部３の操作に応じて生じるレリースワイヤ４の動作により、レリース
ワイヤ４の軸方向に向かって生じる動作を、レリースワイヤ４の軸方向に対し上下に向か
って生じる動作に変換する、変換部材を備えたことを特徴とする、上記請求項１乃至請求
項４のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項７】
　上記変換部材を、レリースワイヤ４の先端部に備えた、レリースワイヤ４の軸方向への
動作を、弁部材２を上下動させるための上下動作に変換するレバー体８としたことを特徴
とする、上記請求項６に記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項８】
　上記レリースワイヤ４の排水口１側端部の固定が、排水口１内から行う作業により行わ
れることを特徴とする、上記請求項１乃至請求項７のいずれか一つに記載の遠隔操作式排
水栓装置。
【請求項９】
　上記レリースワイヤ４の排水口１側端部の固定が、挿入口６に対して行う作業により行
われることを特徴とする、上記請求項１乃至請求項７のいずれか一つに記載の遠隔操作式
排水栓装置。
【請求項１０】
　上記操作部３から挿入口６までの間に、レリースワイヤ４を操作部３から挿入口６まで
ガイドするための、ガイドチューブ９を配置したことを特徴とする、上記請求項１乃至請
求項９のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項１１】
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　上記遠隔装置式排水栓装置の排水口１周縁上面が、槽体の底面下方に取り付けるように
構成されたことを特徴とする、請求項１乃至請求項１０のいずれか一つに記載の遠隔操作
式排水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠隔操作式排水栓装置に関し、更に詳しくは、槽体の底面下方と排水装置の
上面の間隔が狭い排水機器に備えられる遠隔操作式排水栓装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、浴槽や洗面ボウルなどの槽体の底面に設けられた排水口を、槽体の縁部など
排水口から離れた場所に設けられた操作部に操作を加えることで、遠隔操作により開閉す
る遠隔操作式排水栓装置が知られている。以下に従来の遠隔操作式排水栓装置の一例を説
明する。
従来の遠隔操作式排水栓装置は、以下に記載する、槽体としての浴槽、防水パン、排水栓
本体、排水装置本体（トラップ）、カバー部材、弁部材、レリースワイヤ、及び操作部か
ら構成される。
浴槽は、上方が開口した箱体であって、底面に取付孔を開口する。
防水パンは浴槽を載置する為の、平坦に近い槽体を成す部材であって、底面に排水装置を
取り付ける取着孔を備えてなる。
排水栓本体は、内部に排水口を形成した円筒状の部材であって、排水口内部にレリースワ
イヤ端部を接続するように構成されてなる。
排水装置本体は、上方に大きく開口した、防水パンの取着孔に取りつけられる開口部と、
側面に設けられた排水を排出するための排出口とを備えてなる。
カバー部材は、上記排水装置本体の開口部を覆う部材であって、上下に貫通する挿入口と
、排水栓本体からの排水が流入する接続口と、から構成されてなる。
弁部材は、この後に詳述するレリースワイヤの弁軸部と嵌合する、排水口の上部に配置さ
れる部材であって、上昇／下降することで、排水口を開口／覆って閉口させる部材である
。
レリースワイヤは、四フッ化エチレンなどの樹脂から構成される円筒状のアウターチュー
ブと、アウターチューブ内に進退自在に配置される、コイル状に形成された金属線からな
るインナーワイヤと、インナーワイヤをアウターチューブに対して一方向（操作部側）に
付勢する戻りスプリングと、排水栓側端部に設けられた、棒状にして弁部材と嵌合する弁
軸部と、後述するスラストロック部材と、から構成される。
スラストロック部材は、レリースワイヤ端部に備えられる部材であって、アウターチュー
ブ端部が接続されるスラストロック本体と、インナーワイヤ端部が当接するスラストロッ
ク軸部とを備えてなり、スラストロック軸部への押し込み操作毎に、スラストロック軸部
が突出してインナーワイヤを弁軸部側に突出して固定／固定を解除しインナーワイヤの戻
りスプリングの作用により操作部側に後退、を繰り返す部材である。
操作部は、弁部材を遠隔的に操作する部材であって、略円筒状にして、内部にスラストロ
ック本体を固定する操作部本体と、スラストロック軸部の端部に固定されるボタン部材と
、から構成される。尚、上記のような構成により、施工完了時においては、レリースワイ
ヤのアウターチューブ端部は、スラストロック本体を介して操作部本体に固定される。
【０００３】
　以上のように構成した従来例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のようにして槽体である
浴槽に施工・取り付けされる。
まず浴槽の上縁に操作部本体を、浴槽の底面の取付孔に排水栓本体を、防水パンの取着孔
に排水装置本体を、それぞれ取り付け固定する。
次に、排水装置本体の開口部にカバー部材を取り付けた後、浴槽を防水パンに載置する。
この際に、排水栓の下端を、カバー部材の接続口に接続する。
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更にレリースワイヤの一端を操作部に取り付けてから、他端をカバー部材の挿通孔上方か
ら貫通するようにして挿入する。その後、ラジオペンチ等の冶具を利用し、排水装置本体
内部に通されたレリースワイヤ先端を、排水口から引き上げる。次いで、支持部材にアウ
ターチューブ端部を固定した上で、排水栓本体に支持部材を嵌合固定する。
最後にインナーワイヤの弁軸部に弁部材を、またスラストロック軸部の端部にボタン部材
を、それぞれ嵌合固定させて、遠隔操作式排水栓装置の浴槽への施工・取り付けが完了す
る。
【０００４】
　前記のように取り付けられた遠隔操作式排水栓装置は、以下のように操作することで、
遠隔操作により排水口を開閉できる。
まず弁部材が降下し、排水口が閉口している状態とする。この状態において操作部のボタ
ン部材に押し込み操作を加えると、スラストロック軸部がインナーワイヤ側に突出し、そ
れに伴ってインナーワイヤがアウターチューブに対し排水口側へ突出し、弁部材を押し上
げて排水口を開口する。この状態にてスラストロック軸部が固定され、排水口の開口状態
が維持される。
この状態から再度操作部のボタン部材に押し込み操作を加えると、スラストロック軸部の
固定が解除され、弁部材の自重及び戻りスプリングの作用によりインナーワイヤが操作部
側に後退し、弁部材が降下して排水口が閉口する。
以後、同様の操作を繰り返すことで、遠隔操作的に、排水口の開口／閉口を行うことがで
き、開口時には浴槽内の排水を排出することができる。
【０００５】
【特許文献１】特許３６３３３３６号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のような遠隔操作式排水栓装置の場合、レリースワイヤを、上方から差し込み、狭
い排水装置本体内部で１８０度反転させて排水口内部の支持部材に取り付け固定を行う必
要がある。このため、急激な屈曲によってレリースワイヤが折れ曲がってしまい、破損す
る「座屈」と呼ばれる現象を生じる場合がある。また、槽体と排水装置本体、またはその
上面に取り付けられるカバー部材の挿入口との距離が狭いと、特許３６３３３３６号の図
３のように、一旦レリースワイヤを水平方向に向けてから挿入し、更に挿入口上で９０度
折り曲げて、再度１８０度反転させる必要があり、座屈が生じる可能性が一層高まる、と
いう問題があった。
本発明は上記問題点に鑑み発明されたものであって、槽体の底面下方と排水装置の上面（
特に挿入口）との間隔が狭い排水機器に良好且つ故障が生じにくい遠隔操作式排水栓装置
を提供するためのものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の本発明は、槽体の排水口１を遠隔操作的に開閉するための遠隔操作式
排水栓装置であって、
槽体の底面に備えられた排水口１と、該排水口１を開閉する弁部材２と、弁部材２の動作
を操作する操作部３と、操作部３に加えられた操作を弁部材２に伝達するレリースワイヤ
４と、排水口１からの排水が流入する排水装置本体５と、排水装置本体５の上面に備えた
、所定の角度を持って立ち上げられ、所定高さで屈曲して略水平方向に延出された挿入管
１４の端部に、略水平方向に向かって開口した、レリースワイヤ４を挿入するための挿入
口６と、からなる遠隔操作式排水栓装置である。
【０００８】
　請求項２に記載の本発明は、槽体の排水口１を遠隔操作的に開閉するための遠隔操作式
排水栓装置であって、槽体の底面に備えられた排水口１と、該排水口１を開閉する弁部材
２と、弁部材２の動作を操作する操作部３と、操作部３に加えられた操作を弁部材２に伝
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達するレリースワイヤ４と、排水口１からの排水が流入する、上方に大きく開口した開口
部１２を備えた排水装置本体５と、開口部１２を覆うカバー部材１１と、カバー部材１１
に備えた挿入管１４と、挿入管１４の端部に略水平方向に向かって開口した、レリースワ
イヤ４を挿入するための挿入口６と、カバー部材１１に設けた、排水口１からの排水が流
入する接続口１５と、からなる遠隔操作式排水栓装置である。
【０００９】
　請求項３に記載の本発明は、槽体の排水口１を遠隔操作的に開閉するための遠隔操作式
排水栓装置であって、槽体の底面に備えられた排水口１と、該排水口１を開閉する弁部材
２と、弁部材２の動作を操作する操作部３と、操作部３に加えられた操作を弁部材２に伝
達するレリースワイヤ４と、排水口１からの排水が流入する、上方に大きく開口した開口
部１２を備えた排水装置本体５と、開口部１２を覆うカバー部材１１と、カバー部材１１
に備えた、所定の角度を持って立ち上げられ、所定高さで屈曲して略水平方向に延出され
た挿入管１４の端部に、略水平方向に向かって開口した、レリースワイヤ４を挿入するた
めの挿入口６と、カバー部材１１に設けた、排水口１からの排水が流入する接続口１５と
、からなる遠隔操作式排水栓装置である。
【００１０】
　請求項４に記載の本発明は、上記挿入口６より挿入されたレリースワイヤ４が、排水装
置本体５内を通過して配置されることを特徴とする、段落０００７乃至段落０００９のい
ずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【００１１】
　請求項５に記載の本発明は、上記排水口１内に、弁部材２を上下動させるためのレリー
スワイヤ４の端部が上方を向いた状態で固定する支持部材７を備えたことを特徴とする、
上記段落０００７乃至段落００１０のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置である
。
【００１２】
　請求項６に記載の本発明は、上記レリースワイヤ４の先端部を略水平方向に向けて配置
すると共に、
排水口１内に、操作部３の操作に応じて生じるレリースワイヤ４の動作により、レリース
ワイヤ４の軸方向に向かって生じる動作を、レリースワイヤ４の軸方向に対し上下に向か
って生じる動作に変換する、変換部材を備えたことを特徴とする、上記段落０００７乃至
段落００１０のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【００１３】
請求項７に記載の本発明は、上記変換部材を、レリースワイヤ４の先端部に備えた、レリ
ースワイヤ４の軸方向への動作を、弁部材２を上下動させるための上下動作に変換するレ
バー体８としたことを特徴とする、上記段落００１２に記載の遠隔操作式排水栓装置であ
る。
【００１４】
　請求項８に記載の本発明は、上記レリースワイヤ４の排水口１側端部の固定が、排水口
１内から行う作業により行われることを特徴とする、上記段落０００７乃至段落００１３
のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【００１５】
　請求項９に記載の本発明は、上記レリースワイヤ４の排水口１側端部の固定が、挿入口
６に対して行う作業により行われることを特徴とする、上記段落０００７乃至段落００１
３のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置である。
尚、ここで言う「固定」とは、排水口内にて行った作業により、レリースワイヤ端部が固
定される場合を全て含むものであって、必ずしも排水口内部にレリースワイヤ端部が配置
される必要はない。
【００１６】
　請求項１０に記載の本発明は、上記操作部３から挿入口６までの間に、レリースワイヤ
４を操作部３から挿入口６までガイドするための、ガイドチューブ９を配置したことを特
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徴とする、上記段落０００７乃至段落００１５のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓
装置である。
【００１７】
　請求項１１に記載の本発明は、上記遠隔装置式排水栓装置の排水口１周縁上面が、槽体
の底面下方に取り付けるように構成されたことを特徴とする、上記段落０００７乃至段落
００１６のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１乃至請求項３に記載の本発明では、遠隔操作式排水栓装置の操作を伝達するレ
リースワイヤを、略水平方向に向いて設けられた挿入口から挿入することで、レリースワ
イヤの曲がり角度を急激にならないようにする事ができ、レリースワイヤの挫屈を生じに
くくする事ができる。また、挿入口が略水平方向を向くことで、挿入口の上方に槽体が配
置される場合でも、レリースワイヤの挿入作業が容易となる。
請求項４に記載の本発明では、レリースワイヤの曲がり半径を大きく取ることができ、レ
リースワイヤが挫屈し難い遠隔操作式排水栓装置とする事ができる。
請求項５に記載の本発明では、レリースワイヤが直接的に弁部材を押し上げる構成とする
ことで、遠隔操作式排水栓装置の構成をシンプルなものにすることができる。
請求項６に記載の本発明では、変換部材を介して弁部材を押し上げすることで、レリース
ワイヤが無理な屈曲を生じない方向（例えば略水平方向）を向いたまま、弁部材を上下方
向に動作させる事ができ、より一層挫屈の生じにくい遠隔操作式排水栓装置とすることが
できる。この変換部材を利用し、変換部材を主に排水口内に配置することで、排水にレリ
ースワイヤを晒さなくても良い構成とすることができ、レリースワイヤの金属部分に錆を
生じにくくすることができる。
請求項７に記載の本発明では、変換部材の具体例としてレバー体を示すことができる。
請求項８に記載の本発明では、槽体の内部からレリースワイヤ端部の固定を行うため、メ
ンテナンス等の際、浴槽など槽体の表側のみからの作業しか行えない場合がある排水機器
において好適である。
請求項９に記載の本発明では、挿入口に対してレリースワイヤ端部の固定を行うため、狭
い排水口に対して作業を行う請求項７の発明と比較して施工作業が容易となる。このため
、洗面台などキャビネットを介することで槽体の裏側に作業を行うことが可能な排水機器
において好適である。
請求項１０に記載の本発明では、操作部から挿入口までの間に、レリースワイヤを操作部
から挿入口までガイドするための、ガイドチューブを配置したことで、操作部からレリー
スワイヤを抜き差しするメンテナンス作業を、槽体の表側からのみで行うことができる。
請求項１１に記載の本発明では、遠隔装置式排水栓装置の排水口周縁上面を、槽体の底面
下方に取り付けるように構成してなる。近年では、意匠性の向上のため、排水装置を槽体
の裏面から取り付け、槽体の底面の開口を排水口として、排水口の上端周縁に弁部材が当
接して止水する、フランジレス配管と呼ばれる配管構成が広まりつつある。
このようなフランジレス配管の問題点として、槽体の上面に排水口があり、その排水口上
縁に弁部材が当接して排水口を閉口するようにすると、槽体の厚みに併せて、排水口上縁
から弁部材を昇降させるためのレリースワイヤ端部の固定位置までの高さ幅が変わってし
まう、という問題がある。
特に、本発明の内、レリースワイヤ端部が略水平方向を向いて配置される場合、レリース
ワイヤ端部の高さ位置を変更することはレリースワイヤ端部が垂直方向を向いて配置され
る場合に比べ困難であり、フランジレス配管を採用しにくい状況にあった。
これに対し、本発明のように、排水口上縁を槽体の上面ではなく、槽体の底面下方に取り
付けるように構成すると、排水口上縁からレリースワイヤ端部までの高さ位置が一定とな
る。このため、どのような槽体に施工を行っても、排水口上縁からレリースワイヤ端部ま
での高さ位置が安定し、フランジレス配管を容易に利用することができるようになった。
【図面の簡単な説明】
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【００１９】
【図１】第一実施例の遠隔操作式排水栓装置を示す参考図である。
【図２】第一実施例の閉口状態を示す、排水口近傍の参考図である。
【図３】第一実施例の開口状態を示す、排水口近傍の参考図である。
【図４】第一実施例の排水口近傍の部材の部材構成を示す参考図である。
【図５】第二実施例の遠隔操作式排水栓装置を示す参考図である。
【図６】第二実施例の閉口状態を示す、排水口近傍の参考図である。
【図７】第二実施例の開口状態を示す、排水口近傍の参考図である。
【図８】第二実施例の排水口近傍の部材の部材構成を示す参考図である。
【図９】第三実施例の遠隔操作式排水栓装置を示す参考図である。
【図１０】第三実施例の閉口状態を示す、排水口近傍の参考図である。
【図１１】第三実施例の開口状態を示す、排水口近傍の参考図である。
【図１２】第三一実施例の排水口近傍の部材の部材構成を示す参考図である。
【図１３】他の実施例の遠隔操作式排水栓装置を示す参考図である。
【実施例】
【００２０】
　以下に、本発明の第一実施例について、図面を参照しつつ説明する。
図１乃至図４に示した、本発明の第一実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下に記載する
、槽体としての浴槽Ｂ、防水パンＰ、エプロン部材Ｅ、排水栓本体１０、排水装置本体５
、カバー部材１１、弁部材２、レリースワイヤ４、操作部３、ガイドチューブ９、接続筒
２２等から構成される。
浴槽Ｂは、上方が開口した箱体であって、底面に取付孔Ｂｏを開口する。
防水パンＰは浴槽Ｂを載置する為の、平坦に近い槽体を成す部材であって、底面に排水装
置を取り付ける取着孔を備えてなる。
エプロン部材Ｅは、浴槽Ｂの側面上縁から防水パンＰ上面までの間に着脱自在に配置され
る板状の部材であって、浴槽Ｂの側面上縁から防水パンＰ上面までの間の開口を覆い隠す
ために用いられる。
排水栓本体１０は、内部に排水口１を形成する円筒状の部材であって、排水口１内部にレ
リースワイヤ４のアウターチューブ４ａ端部を固定した状態で嵌合固定する支持部材７を
備えてなる。また、排水栓本体１０の上縁外周には、外方向に向かって突出するフランジ
部１０ａを備えてなる。
排水装置本体５は、上方に大きく開口した、防水パンＰの取着孔に取りつけられる開口部
１２と、側面に設けられた排水を排出するための排出口１３とを備えてなる。
カバー部材１１は、上記排水装置本体５の開口部１２を覆う部材であって、開口部１２を
覆う平坦部分１１ａと、該平坦部分１１ａ部分に対して約１５度程度の角度を持って立ち
上げられ、ある程度の高さ位置に達したところで水平方向に屈曲して延出される、端部に
挿入口６を備えた挿入管１４と、平坦部分１１ａに備えられた、排水栓本体１０の下端と
接続して、排水口１からの排水が流入する接続口１５と、から構成されてなる。
弁部材２は、この後に詳述するレリースワイヤ４の弁軸部２ｂと嵌合する、排水口１の上
部に配置される部材であって、上昇／下降することで、排水口１を開口／覆って閉口させ
る部材である。
レリースワイヤ４は、四フッ化エチレンなどの樹脂から構成される円筒状のアウターチュ
ーブ４ａと、アウターチューブ４ａ内に進退自在に配置される、コイル状に形成された金
属線からなるインナーワイヤ４ｂと、インナーワイヤ４ｂをアウターチューブ４ａに対し
て一方向（操作部３側）に付勢する戻りスプリング４ｃと、排水栓側端部に設けられた、
棒状にして弁部材２と嵌合する弁軸部２ｂと、後述するスラストロック部材１６と、から
構成される。
スラストロック部材１６は、レリースワイヤ４端部に備えられる部材であって、アウター
チューブ４ａ端部が接続されるスラストロック本体１６ａと、インナーワイヤ４ｂ端部が
当接するスラストロック軸部１６ｂとを備えてなり、スラストロック軸部１６ｂへの押し
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込み操作毎に、スラストロック軸部１６ｂが突出してインナーワイヤ４ｂを弁軸部２ｂ側
に突出して固定／固定を解除しインナーワイヤ４ｂの戻りスプリング４ｃの作用により操
作部３側に後退、を繰り返す部材である。
操作部３は、弁部材２を遠隔的に操作する部材であって、略円筒状にして、内部にスラス
トロック本体１６ａを固定する操作部本体３ａと、スラストロック軸部１６ｂの端部に固
定されるボタン部材３ｂと、から構成される。尚、上記のような構成により、施工完了時
においては、レリースワイヤ４のアウターチューブ４ａ端部は、スラストロック本体１６
ａを介して操作部本体３ａに固定される。
ガイドチューブ９は、軟質塩ビ材等から構成される長い円筒状の部材であって、一端は操
作部本体３ａに、他端は排水装置本体５の接続部に、それぞれ水密的に固定される。
接続筒２２は、上端を排水栓本体１０下端に、下端を接続口１５に、それぞれ接続される
部材である。
【００２１】
　以上のように構成された本発明の第一実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のように
して槽体である浴槽Ｂに施工・取り付けされる。
まず浴槽Ｂの上縁に操作部本体３ａを、浴槽Ｂの底面の取付孔Ｂｏに排水栓本体１０を、
防水パンＰの取着孔に排水装置本体５を、それぞれ取り付け固定する。この時の取付孔Ｂ
ｏへの排水栓本体１０の取り付けは、取付孔Ｂｏの上縁周縁に、排水栓本体１０のフラン
ジ部１０ａ下面が当接した状態で、フランジ部１０ａ下面と接続筒２２上縁とで、取付孔
Ｂｏの周縁を挟持するようにして行われる。
次に、排水装置本体５の開口部１２にカバー部材１１を取り付けた後、浴槽Ｂを防水パン
Ｐに載置する。この際に、接続筒２２の下端を、カバー部材１１の接続口１５に接続する
。これにより、排水栓本体１０が、接続筒２２を介して接続口１５に接続される。
次いで、レリースワイヤ４の弁軸部２ｂ側を、操作部本体３ａの上方より挿入する。更に
操作部３側からレリースワイヤ４を押し込み、挿入を続けると、レリースワイヤ４の先端
が、ガイドチューブ９を通過し、挿入口６から挿入管１４内に挿入され、排水装置本体５
内部まで挿通される。この時、操作部本体３ａ内にスラストロック部が収納配置され、固
定される。また、スラストロック軸部１６ｂの端部にボタン部材３ｂを嵌合固定させる。
更に、ラジオペンチ等の冶具を利用し、排水装置本体５内部に通されたレリースワイヤ４
先端を、排水口１から浴槽Ｂ内部側に引き上げる。次いで、支持部材７にアウターチュー
ブ４ａ端部を固定した上で、排水栓本体１０に支持部材７を嵌合固定する。
最後にインナーワイヤ４ｂの弁軸部２ｂに弁部材２を嵌合固定させて、遠隔操作式排水栓
装置の浴槽Ｂへの施工・取り付けが完了する。
【００２２】
　上記のように施工された本発明の第一実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のように
操作することで、遠隔操作により排水口１を開閉できる。
まず図２のように、弁部材２が降下し、排水口１が閉口している状態とする。この状態に
おいて操作部３のボタン部材３ｂに押し込み操作を加えると、スラストロック軸部１６ｂ
がインナーワイヤ４ｂ側に突出し、それに伴ってインナーワイヤ４ｂがアウターチューブ
４ａに対し排水口１側へ突出し、弁部材２を押し上げて排水口１を開口する。この状態に
てスラストロック軸部１６ｂが固定され、図３に示したように、排水口１の開口状態が維
持される。
この状態から再度操作部３のボタン部材３ｂに押し込み操作を加えると、スラストロック
軸部１６ｂの固定が解除され、弁部材２の自重及び戻りスプリング４ｃの作用によりイン
ナーワイヤ４ｂが操作部３側に後退し、弁部材２が降下して排水口１が閉口し、図２の状
態に戻る。
以後、同様の操作を繰り返すことで、遠隔操作的に、排水口１の開口／閉口を行うことが
でき、開口時には浴槽Ｂ内の排水を排出することができる。
【００２３】
　上記遠隔操作式排水栓装置においては、レリースワイヤ４は側面方向から挿入され、水
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平方向に対して挿入管１４の傾斜部分の角度である１５度を成して排水装置本体５内に挿
入され、水平方向に対して９０度を成して排水口１に向かって配置される。レリースワイ
ヤ４の曲がり角度は直線状を基準に、この直線状からどれだけ曲がったかによって算出さ
れる。本第一実施例のレリースワイヤ４の曲がり角度は１０５度であり、従来例の遠隔操
作式排水栓装置のレリースワイヤ４の曲がり角度である１８０度に対して、約７５度分、
屈曲が緩やかになっており、屈曲が穏やかになった分、レリースワイヤ４の挫屈が生じに
くくなっている。更に、従来例の遠隔操作式排水栓装置では、挿入口６の部分でもほぼ９
０度レリースワイヤ４が屈曲しているところ、本発明の遠隔操作式排水栓装置では、挿入
口６部分では屈曲は無く、挿入管１４内で緩やかに１５度程度の屈曲があるだけであり、
この部分でもレリースワイヤ４の挫屈が生じにくくなっている。
【００２４】
　次に、本発明の第二実施例について、図面を参照しつつ説明する。
図５乃至図８に示した、本発明の第二実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下に記載する
、槽体としての浴槽Ｂ、防水パンＰ、エプロン部材Ｅ、排水栓本体１０、排水装置本体５
、カバー部材１１、弁部材２、レリースワイヤ４、レバー体８、操作部３、ガイドチュー
ブ９から構成される。
浴槽Ｂは、上方が開口した箱体であって、底面に取付孔Ｂｏを開口する。
防水パンＰは浴槽Ｂを載置する為の、平坦に近い槽体を成す部材であって、底面に排水装
置を取り付ける取着孔を備えてなる。
エプロン部材Ｅは、浴槽Ｂの側面上縁から防水パンＰ上面までの間に着脱自在に配置され
る板状の部材であって、浴槽Ｂの側面上縁から防水パンＰ上面までの間の開口を覆い隠す
ために用いられる。
排水栓本体１０は、内部に排水口１を形成した円筒状の部材であって、上縁外周には外方
向に向かって突出するフランジ部１０ａを備えてなる。また、フランジ部１０ａには複数
の貫通孔を設けると共に、この貫通孔を介して排水栓本体１０を取付孔Ｂｏ周縁下面に取
り付けるビス部材Ｖを備えてなる。
排水装置本体５は、上方に大きく開口した、防水パンＰの取着孔に取りつけられる開口部
１２と、側面に設けられた排水を排出するための排出口１３とを備えてなる。
カバー部材１１は、上記排水装置本体５の開口部１２を覆う部材であって、開口部１２を
覆う平坦部分１１ａと、平坦部分１１ａに備えられた、排水栓本体１０からの排水が流入
する接続口１５と、接続口１５内に設けられたレバー体取付部１７と、接続口１５のレバ
ー体取付部１７を起点とし、平坦部分１１ａ部分に対して約２０度程度の角度を持って立
ち上げられ、ある程度の高さ位置に達したところで水平方向に屈曲して延出される、端部
に挿入口６を備えた挿入管１４と、から構成されてなる。尚、挿入管１４の屈曲部分には
滑らかな円弧が形成され、後述するレバー体８が内部を挿通する際に、エッジが引っかか
る、という事が無いように工夫されている。
また、レバー体取付部１７について詳述すると、後述するアウターチューブ４ａ端部が固
定される固定部１７ａと、レバー体８がスライドすると共に、レバー体８の先端を上下動
されるための凹凸を備えたスライド部１７ｂを備えてなる。
また接続口１５内面に当節するリング部１８ａと、固定部１７ａと嵌合する嵌合固定部１
８ｂと、からなる固定部材１８を備えてなる。
弁部材２は、排水口１の上部に配置される部材であって、円盤状の弁部２ａと、弁部２ａ
中央から下方に延出された弁軸部２ｂと、から構成されてなり、上昇／下降することで、
弁部２ａが排水口１を開口／覆って閉口させる部材である。
レリースワイヤ４は、四フッ化エチレンなどの樹脂から構成される円筒状のアウターチュ
ーブ４ａと、アウターチューブ４ａ内に進退自在に配置される、コイル状に形成された金
属線からなるインナーワイヤ４ｂと、インナーワイヤ４ｂをアウターチューブ４ａに対し
て一方向（操作部３側）に付勢する戻りスプリング４ｃと、後述するスラストロック部材
１６と、インナーワイヤ４ｂ端部に上下方向に回動自在に軸支備されたレバー体８と、か
ら構成される。



(10) JP 5756943 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

スラストロック部材１６は、レリースワイヤ４端部に備えられる部材であって、アウター
チューブ４ａ端部が接続されるスラストロック本体１６ａと、インナーワイヤ４ｂ端部が
当接するスラストロック軸部１６ｂとを備えてなり、スラストロック軸部１６ｂへの押し
込み操作毎に、スラストロック軸部１６ｂが突出してインナーワイヤ４ｂを弁軸部２ｂ側
に突出して固定／固定を解除しインナーワイヤ４ｂの戻りスプリング４ｃの作用により操
作部３側に後退、を繰り返す部材である。
操作部３は、弁部材２を遠隔的に操作する部材であって、略円筒状にして、内部にスラス
トロック本体１６ａを固定する操作部本体３ａと、スラストロック軸部１６ｂの端部に固
定されるボタン部材３ｂと、から構成される。尚、上記のような構成により、施工完了時
においては、レリースワイヤ４のアウターチューブ４ａ端部は、スラストロック本体１６
ａを介して操作部本体３ａに固定される。
ガイドチューブ９は、軟質塩ビ材等から構成される長い円筒状の部材であって、一端は操
作部本体３ａに、他端は排水装置本体５の接続部に、それぞれ固定される。
【００２５】
　以上のように構成された本発明の第二実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のように
して槽体である浴槽Ｂに施工・取り付けされる。
まず浴槽Ｂの上縁に操作部本体３ａを、浴槽Ｂの底面の取付孔Ｂｏに排水栓本体１０を、
防水パンＰの取着孔に排水装置本体５を、それぞれ取り付け固定する。この時の取付孔Ｂ
ｏへの排水栓本体１０の取り付けは、取付孔Ｂｏの周縁仮面に、排水栓本体１０のフラン
ジ部１０ａ上面が当接した状態で複数箇所をビス部材Ｖで固定することで行われる。
次に、排水装置本体５の開口部１２にカバー部材１１を取り付けた後、浴槽Ｂを防水パン
Ｐに載置する。この際に、排水栓の下端を、カバー部材１１の接続口１５に接続する。
次いで、レリースワイヤ４のレバー体８側端部を、操作部本体３ａの上方より挿入する。
更に操作部３側からレリースワイヤ４を押し込み、挿入を続けると、レリースワイヤ４の
レバー体８が、ガイドチューブ９を通過し、挿入口６から挿入管１４内に挿入され、排水
装置本体５内部まで挿通される。この時操作部本体３ａ内にスラストロック部が収納配置
され、固定される。また、スラストロック軸部１６ｂ端部にボタン部材３ｂを取り付ける
。
更に、レバー体８をレバー体取付部１７のスライド部１７ｂに配置し、アウターチューブ
４ａ端部が固定部１７ａに当接した状態で、排水口１から固定部材１８を挿入し、リング
部１８ａ外周面が接続口１５内周面に当接した状態としつつ、固定部１７ａに嵌合固定部
１８ｂを嵌合固定させる。これにより、アウターチューブ４ａ端部が固定部１７ａに当接
した状態で固定される。
最後に弁部材２を、弁軸がレバー体８の先端上に位置するように配置して、遠隔操作式排
水栓装置の浴槽Ｂへの施工・取り付けが完了する。
【００２６】
　上記のように施工された本第二実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のように操作す
ることで、遠隔操作により排水口１を開閉できる。
まず図６のように、弁部材２が降下し、排水口１が閉口している状態とする。この状態に
おいて操作部３のボタン部材３ｂに押し込み操作を加えると、スラストロック軸部１６ｂ
がインナーワイヤ４ｂ側に突出し、これに伴ってインナーワイヤ４ｂがアウターチューブ
４ａに対し排水口１側へ突出し、その分レバー体８も突出する。これによりスライド部１
７ｂの凹凸によってレバー体８が上方に向かって回動し、レバー体８の先端部分が部が弁
軸を押し上げ、弁部材２全体が上昇する。結果、図７に示したように排水口１から弁部２
ａが離間して排水口１を開口する。この状態にてスラストロック軸部１６ｂが固定され、
排水口１の開口状態が維持される。
この状態から再度操作部３のボタン部材３ｂに押し込み操作を加えると、スラストロック
軸部１６ｂの固定が解除され、弁部材２の自重及び戻りスプリング４ｃの作用によりイン
ナーワイヤ４ｂが操作部３側に後退し、レバー体８も後退する。スライド部１７ｂの凹凸
によって上昇していたレバー体８の先端も降下し、自重により弁部材２が降下して図６の
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状態に戻り、排水口１が閉口する。
以後、同様の操作を繰り返すことで、遠隔操作的に、排水口１の開口／閉口を行うことが
でき、開口時には浴槽Ｂ内の排水を排出することができる。
【００２７】
　上記遠隔操作式排水栓装置においては、レリースワイヤ４は側面方向から挿入され、水
平方向に対して挿入管１４の傾斜部分の角度である２０度を成して排水装置本体５内に挿
入され、そのままアウターチューブ４ａ端部は固定部１７ａに固定され、インナーワイヤ
４ｂもアウターチューブ４ａと同じ方向にのみ摺動する。これにより、排水装置本体５内
部ではレリースワイヤ４の屈曲が全く存在せず、従来例の遠隔操作式排水栓装置のレリー
スワイヤ４の曲がり角度である１８０度に対して、屈曲が生じない分レリースワイヤ４の
挫屈が生じにくくなっている。更に、従来例の遠隔操作式排水栓装置では、挿入口６の部
分でもほぼ９０度レリースワイヤ４が屈曲しているところ、本発明の遠隔操作式排水栓装
置では、挿入口６部分では屈曲は無く、挿入管１４内で緩やかに２０度程度の屈曲がある
だけであり、この部分でもレリースワイヤ４の挫屈が生じにくくなっている。
また固定部材１８がレリースワイヤ４上に配置されるため、排水にレリースワイヤ４端部
が直接晒されることが無くなり、レリースワイヤ４の金属部分（アウターチューブ４ａ端
部やインナーワイヤ４ｂなど）が錆びにくい構成とする事ができた。
【００２８】
　次に、本発明の第三実施例について、図面を参照しつつ説明する。
本発明の第三実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下に記載する、槽体としての浴槽Ｂ、
防水パンＰ、エプロン部材Ｅ、排水栓本体１０、排水装置本体５、カバー部材１１、弁部
材２、レリースワイヤ４、レバー体８、操作部３、ガイドチューブ９から構成される。
浴槽Ｂは、上方が開口した箱体であって、底面に取付孔Ｂｏを開口する。
防水パンＰは浴槽Ｂを載置する為の、平坦に近い槽体を成す部材であって、底面に排水装
置を取り付ける取着孔を備えてなる。
エプロン部材Ｅは、浴槽Ｂの側面上縁から防水パンＰ上面までの間に着脱自在に配置され
る板状の部材であって、浴槽Ｂの側面上縁から防水パンＰ上面までの間の開口を覆い隠す
ために用いられる。
排水栓本体１０は、内部に排水口１を形成した円筒状の部材であって、上縁外周には外方
向に向かって突出するフランジ部１０ａを備えてなる。また、フランジ部１０ａには複数
の貫通孔を設けると共に、この貫通孔を介して排水栓本体１０を取付孔Ｂｏ周縁下面に取
り付けるビス部材Ｖを備えてなる。
排水装置本体５は、上方に大きく開口した、防水パンＰの取着孔に取りつけられる開口部
１２と、側面に設けられた排水を排出するための排出口１３とを備えてなる。
カバー部材１１は、上記排水装置本体５の開口部１２を覆う部材であって、開口部１２を
覆う平坦部分１１ａと、排水栓本体１０からの排水が流入する、上方に円筒状に突出した
接続筒２２と、接続筒２２の上端に設けられた接続口１５と、接続筒２２の側面を起点と
して、水平面に対し上方に若干傾斜（１．６度程度）するものの、ほぼ略水平に配置され
る円筒状の挿入管１４と、挿入管１４の端部に設けられた挿入口６と、から構成されてな
る。尚、上記した挿入管１４の水平面に対する１．６度程度の勾配とは、挿入管１４内に
排水が流入した場合に、挿入管１４内部に排水が留まることなく排出されるように、水抜
きを目的として設定されたものであり、また内部に溜まった排水を排出するための水抜き
孔１９を備えてなる。
尚、上記に記載した構成により、施工完了時、レリースワイヤ４は排水装置本体５の内部
、即ち排水が流れる部分ではなく、その排水が流れる部分と区画された、平坦部分１１ａ
の上面部分に配置されてなる。即ち挿入口６より挿入されたレリースワイヤ４は、排水装
置本体５の上面上を通過して配置される。
また、挿入口６を水密的に閉塞すると共に、筒状ケーシング端部及びレリースワイヤ４を
水密的に固定する、ブッシュ部材２０を備えてなる。
弁部材２は、排水口１の上部に配置される部材であって、円盤状の弁部２ａと、弁部２ａ
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中央から下方に延出された弁軸部２ｂと、から構成されてなり、上昇／下降することで、
弁部２ａが排水口１を開口／覆って閉口させる部材である。
レリースワイヤ４は、四フッ化エチレンなどの樹脂から構成される円筒状のアウターチュ
ーブ４ａと、アウターチューブ４ａ内に進退自在に配置される、コイル状に形成された金
属線からなるインナーワイヤ４ｂと、インナーワイヤ４ｂをアウターチューブ４ａに対し
て一方向（操作部３側）に付勢する戻りスプリング４ｃと、後述する駆動部２１及びスラ
ストロック部材１６と、から構成される。
駆動部２１は、インナーワイヤ４ｂ端部に取り付けられるレバー体８と、円筒状にして挿
入口６から挿入管１４内に配置される筒状ケーシングと、から構成されてなる。更に筒状
ケーシングについて詳述すると、筒状ケーシングは、一端にアウターチューブ４ａ端部が
固定される固定部１７ａと、レバー体８がスライドすると共にレバー体８の先端を上下動
されるための凹凸を備えたスライド部１７ｂを備えてなる。
スラストロック部材１６は、レリースワイヤ４端部に備えられる部材であって、アウター
チューブ４ａ端部が接続されるスラストロック本体１６ａと、インナーワイヤ４ｂ端部が
当接するスラストロック軸部１６ｂとを備えてなり、スラストロック軸部１６ｂへの押し
込み操作毎に、スラストロック軸部１６ｂが突出してインナーワイヤ４ｂを弁軸部２ｂ側
に突出して固定／固定を解除しインナーワイヤ４ｂの戻りスプリング４ｃの作用により操
作部３側に後退、を繰り返す部材である。
操作部３は、弁部材２を遠隔的に操作する部材であって、略円筒状にして、内部にスラス
トロック本体１６ａを固定する操作部本体３ａと、スラストロック軸部１６ｂの端部に固
定されるボタン部材３ｂと、から構成される。尚、上記のような構成により、施工完了時
においては、レリースワイヤ４のアウターチューブ４ａ端部は、スラストロック本体１６
ａを介して操作部本体３ａに固定される。
【００２９】
　上記のように構成された本第三実施例の従来例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のよう
にして槽体である浴槽Ｂに施工・取り付けされる。
まず工場などで、レリースワイヤ４の端部に筒状ケーシングとレバー体８を取り付け、駆
動部２１とする。詳細には、筒状ケーシングのスライド部１７ｂを備えない側の端部から
レリースワイヤ４を挿入し、インナーワイヤ４ｂにレバー体８を回動自在に取り付け、ま
た固定部１７ａにアウターチューブ４ａ端部を取り付け固定する。
このように構成したレリースワイヤ４を含む各部材を、施工現場に搬入した上で、まず浴
槽Ｂの上縁に操作部本体３ａを、浴槽Ｂの底面の取付孔Ｂｏに排水栓本体１０を、防水パ
ンＰの取着孔に排水装置本体５を、それぞれ取り付け固定する。この時の取付孔Ｂｏへの
排水栓本体１０の取り付けは、取付孔Ｂｏの周縁下面に、排水栓本体１０のフランジ部１
０ａ上面が当接した状態で複数箇所をビス部材Ｖで固定することで行われる。
次に、排水装置本体５の開口部１２にカバー部材１１を取り付けた後、浴槽Ｂを防水パン
Ｐに載置する。この際に、排水栓の下端を、カバー部材１１の接続口１５に接続する。
更に操作部３側からレリースワイヤ４を、操作部本体３ａ下端から筒状ケーシングを貫通
して、操作部本体３ａ内にスラストロック部材１６が収納配置され、固定されるまで挿通
する。また、スラストロック軸部１６ｂ端部にボタン部材３ｂを取り付ける。
この状態より、浴槽Ｂ側面から作業を行い、挿入口６からケーシング筒部を挿入し、ブッ
シュ部材２０を挿入口６に水密的に嵌合させて、ケーシング筒部端部を挿入口６に、挿入
口６を水密的に閉塞した状態で固定する。これにより、排水装置本体５と、それに接続さ
れる排水口１に対して、レリースワイヤ４と、その先端に取り付けられたレバー体８が位
置決めされて取り付けられる。このように、上記構成においては、レリースワイヤ４の、
排水口１側のアウターチューブ４ａの端部の固定が、筒状ケーシングを介して挿入口６に
対する固定作業により行われる。即ち、レリースワイヤ４の排水口１側端部の固定が、挿
入口６に対して行う作業により行われてなる。
更に浴槽Ｂ側面の、浴槽Ｂの側面上縁から防水パンＰ上面までの間の開放部分を、エプロ
ン部材Ｅを取り付けて覆い隠した上で、最後に排水口１に弁部材２を、弁軸がレバー体８
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の先端上に位置するように配置して、遠隔操作式排水栓装置の浴槽Ｂへの施工・取り付け
が完了する。
【００３０】
　上記のように施工された本第三実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のように操作す
ることで、遠隔操作により排水口１を開閉できる。
まず図１０のように、弁部材２が降下し、排水口１が閉口している状態とする。この状態
において操作部３のボタン部材３ｂに押し込み操作を加えると、スラストロック軸部１６
ｂがインナーワイヤ４ｂ側に突出し、これに伴ってインナーワイヤ４ｂがアウターチュー
ブ４ａに対し排水口１側へ突出し、その分レバー体８も突出する。これによりスライド部
１７ｂの凹凸によってレバー体８が上方に向かって回動し、レバー体８の先端部分が部が
弁軸を押し上げ、弁部材２全体が上昇する。結果、図１１に示したように排水口１から弁
部２ａが離間して排水口１を開口する。この状態にてスラストロック軸部１６ｂが固定さ
れ、排水口１の開口状態が維持される。
この状態から再度操作部３のボタン部材３ｂに押し込み操作を加えると、スラストロック
軸部１６ｂの固定が解除され、弁部材２の自重及び戻りスプリング４ｃの作用によりイン
ナーワイヤ４ｂが操作部３側に後退し、レバー体８も後退する。スライド部１７ｂの凹凸
によって上昇していたレバー体８の先端も降下し、自重により弁部材２が降下して図１０
の状態に戻り、排水口１が閉口する。
以後、同様の操作を繰り返すことで、遠隔操作的に、排水口１の開口／閉口を行うことが
でき、開口時には浴槽Ｂ内の排水を排出することができる。
【００３１】
上記遠隔操作式排水栓装置においては、レリースワイヤ４は側面方向から挿入され、水平
方向に対して挿入管１４の傾斜部分の角度である２０度を成して排水装置本体５内に挿入
され、そのままアウターチューブ４ａ端部は固定部１７ａに固定され、インナーワイヤ４
ｂもアウターチューブ４ａと同じ方向にのみ摺動する。これにより、レリースワイヤ４の
排水装置本体５内部では屈曲が全く存在せず、従来例の遠隔操作式排水栓装置のレリース
ワイヤ４の曲がり角度である１８０度に対して、その分レリースワイヤ４の挫屈が生じに
くくなっている。更に、従来例の遠隔操作式排水栓装置では、挿入口６の部分でもほぼ９
０度レリースワイヤ４が屈曲しているところ、本発明の遠隔操作式排水栓装置では、挿入
口６部分では屈曲は無く、挿入管１４内で緩やかに２０度程度の屈曲があるだけであり、
この部分でもレリースワイヤ４の挫屈が生じにくくなっている。
また、遠隔操作式排水栓装置の取り付け、及び取り外してのメンテナンスなどを行う場合
、エプロン部材Ｅを取り外して、浴槽Ｂの側面、即ち浴槽Ｂの裏側から作業を行う必要が
あるなど、使用できる浴槽Ｂの種類が限定されるが、その代わりレリースワイヤ４と排水
装置本体５との施工作業は、挿入口６にレリースワイヤ４端部の筒状ケーシングを差し込
み固定するだけでよく、作業の簡略化が図れる。また、流し台や洗面台など、キャビネッ
トを備えた排水機器では、槽体の裏面側から作業を行うことは極めて容易であり、上記第
三実施例のような構成を好適に利用できる。
【００３２】
　本発明の実施例は以上のようであるが本発明は上記実施例に限定されるものではなく、
主旨を変更しない範囲において自由に変更が可能である。
例えば、上記実施例では、槽体として浴槽Ｂを採用しているが、本発明はこれに限定され
るものではなく、洗面台の洗面ボウルや、流し台のシンク等、他の槽体に本発明の遠隔操
作式排水栓装置を採用しても構わない。
また、上記実施例の遠隔操作式排水栓装置では、スラストロック部材１６と戻りスプリン
グ４ｃを使用し、ボタン部材３ｂに押し操作を繰り返すことにより排水口１を開閉する構
成としてなるが、スラストロック部材１６と戻りスプリング４ｃを使用せず、操作部３の
ボタン部材３ｂをツマミに換えて、ツマミの押し引きによりインナーワイヤ４ｂを進退さ
せ、弁部材２を昇降させるような構成としても構わない。
また、上記第二実施例では、排水装置本体５に対するレリースワイヤ４端部の固定に、嵌
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合を利用した固定部材１８を採用してなるが、本発明は上記実施例に限定されるものでは
なく、例えばビス部材Ｖなどを利用して排水装置本体５に対するレリースワイヤ４端部の
固定を行うようにしても良い。
また、上記第三実施例では、筒状ケーシングを排水装置本体５上面に配置し、挿入口６に
対して固定するように構成してなるが、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、
図１３に示した実施例のように、筒状ケーシングを排水装置本体５内部に挿入するように
構成しても良い。またこの場合に、筒状ケーシングの固定も、排水口１内側の、接続口１
５に対して行った作業により固定するように構成しても良い。
　また、排水口１周縁上面を槽体の底面下方に取り付けるように構成した場合、第二実施
例、第三実施例に図示したように、排水口１を開口した際の、弁部材２の上端の高さ位置
が、浴槽Ｂの底壁の上面と同じかそれよりも低い高さ位置となるように構成すると、排水
口１の開口時に弁部材２を踏みつけ、強い応力（加重）で排水口１を無理矢理閉口してし
まう、ということがほとんど無くなる。このため、弁部材２の踏みつけによるレリースワ
イヤ４等の破損、といった問題もほぼ解消することができ好適である。
【符号の説明】
【００３３】
１　　　排水口　　　　　　　　　　　　　２　　　弁部材
２ａ　　弁部　　　　　　　　　　　　　　２ｂ　　弁軸部
３　　　操作部　　　　　　　　　　　　　３ａ　　操作部本体
３ｂ　　ボタン部材　　　　　　　　　　　４　　　レリースワイヤ
４ａ　　アウターチューブ　　　　　　　　４ｂ　　インナーワイヤ
４ｃ　　戻りスプリング　　　　　　　　　５　　　排水装置本体
６　　　挿入口　　　　　　　　　　　　　７　　　支持部材
８　　　レバー体　　　　　　　　　　　　９　　　ガイドチューブ
１０　　排水栓本体　　　　　　　　　　　１０ａ　フランジ部
１１　　カバー部材　　　　　　　　　　　１１ａ　平坦部分
１２　　開口部　　　　　　　　　　　　　１３　　排出口
１４　　挿入管　　　　　　　　　　　　　１５　　接続口
１６　　スラストロック部材　　　　　　　１６ａ　スラストロック本体
１６ｂ　スラストロック軸部　　　　　　　１７　　レバー体取付部
１７ａ　固定部　　　　　　　　　　　　　１７ｂ　スライド部
１８　　固定部材　　　　　　　　　　　　１８ａ　リング部
１８ｂ　嵌合固定部　　　　　　　　　　　１９　　水抜き孔
２０　　ブッシュ部材　　　　　　　　　　２１　　駆動部
２２　　接続筒　　　　　　　　　　　　　Ｂ　　　浴槽
Ｂｏ　　取付孔　　　　　　　　　　　　　Ｅ　　　エプロン部材
Ｐ　　　防水パン　　　　　　　　　　　　Ｖ　　　ビス部材
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